
米/J孔 認／検証「立山 rm 山」について

検証「立山開山」について

米原 空

はじめに

平成22年11 月を以て、 立山t導物館は開館20周年を

迎える。 この問、 開館に当たって、 立山信仰に関し

て、 元立山栂物館顧問の高瀬重雄先生、 元同迎営委

貝の広瀬誠先生をはじめ古くは石原与作先生・粕本

芳雄先生等々の先学に蔚かれて常設展示の構成を策

定した。 また、 毎年の企画展実施に当たっても学説

を参考としてきた。 その後、 これまで19年の問、 学

芸貝が企画展を1mイ化するに当たって様々な調査研究

を進め、 芦餅寺・岩餅寺の宗教村落の内的実態、 立

山伝仰を布教するための宿坊・衆徒などの配札活動

および柏那楊の実態、「立山没荼羅」に内包される宗

教的・社会的1行報の解析や説み解き、 女人救済に係

る儀礼儀式「布柏泄頂会」の構造および述営、 もう

一つの立山信仰とも言うべき「うば胞信仰」の実態

等々多くの立山信仰に 1月する新しい研究成果を挙げ

てきた。 しかるに、 研究対象の多くは近世における

立山信仰が中心であり、 古代・中世に関しては骰史

料の制約もあり、 先人の研究を踏淡するに止まり、

若干の研究はあるものの新たな研究成果を得ること

が少くなかった。

殊に、 立山信仰の原点とも言うべき「立山刷山」

に係る課題については、 先人の学説を越えた挑戦的

な研究が為されていなかったやに思う。 しかるに、

喰者は改めて先人のこれまでの論考を見るに、 論考

相互の整理・検証などが行われてこなかったことに

気づいた。 ついては、 先人の研究に惑かれつつ、 か

つ、 綽られることなく、＂ 自由闊逹に改めて「立山

開山」について見直してみたいと思った。 かく思っ

たがゆえに、 本米、 近世を研究の土俵としている筆

者が、 あたかもドンキホ ー テの風車に挑む姿に似て

いると思いっつ「立山 1財山」について愚考を試みた

次第である。

これまでの「立山閲山」に係る諸説は、 主に、 十

巻本「伊呂波字類抄』の立山l荊山伝承に登楊する1井j

山者「佐伯有若」が随心院文杏によって実在が確認

されたことと、『師姿相承』に記された康斉律師の

「立山建立」の語の解釈とを併せて、立山l荊山の時期

を10世紀初頭としてきた。

この点について、 まずは、 先学の諸説を紹介して

おくこととしたい。

①阿部正太郎説（昭和25年頃の見解）：

「ll00~1200年までに書かれたものとしては色葉

字類抄や類燦既験抄の記事をも挙げることが出来る

ので、 立山の仏教的開山は、 いかにしても今昔物語

などの杏かれた1000年頃より以前であると断定され

る。 要するに立山が縁起に見るような仏教的信仰の

道場として刷かれた年代は900~1000年頃の問であ

るということは出来るのであろう。」 lJ

②橋本芳雄説（昭和31年頃の見解）：

「延：：：：：:-年問に有若かその子有頼によって立山は 1月

かれたことは事実とみてよい。」「西暦900年の頃、佐

伯有若と康斉律師の二人が同時に実在し、 前者が立

山開山と称せられ、 後者が立山建立と記されている

ことは、 いかに解すべきか。 思うに実際に立山を開

いて堂塔伽藍を山頂山梵に建てたのI栽斉律師であり、

その大布舟那・後援者・パトロンとして絶大なる援助

をしたのが越中守佐伯有若ではあるまいか。」「とに

かく、 天台宗寺門派の本山園城寺（三井寺）の座主
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たりし康斉律師と、 越中守たりし佐伯氏との協力に

よって立山が閲かれたのである。」 2
)

③炭瀬誠説（昭和35年~37年頃の見解）：

・「康済の立山建立とはどんな内容のものか。 単に

山麗のどこかに寺堂を創建したことかもしれんで

はないか。」

・「有若も康済もほぼ同時代である。 康済が実際の

開山者で、 越中ノ守有若はその支援者だったかも

しれぬという「史科」と「伝承」を折衷した滋見

も出ている。 康済が先鞭をつけたのち有若が頂上

まで株jいたのだろうという想像説もでている。」

・「立山を開いたのが佐伯氏であったことは、 ほぼ

問迩いないと思うが、 その縁起を説くにあたって

は、 一族の長であり、 越中守であり、 もっとも傑

出した人物であった有若を持ち出して来て、 緑起

を飾ったのであろう。」

・「康済はどんな役割を果たしたのか。 佐伯氏が山

を開くに当たって中央から迎えた指芍者的宗教

家一それが康済だったのだろうと私は見ている。

立山は天台宗である。 天台宗園城寺の康済が関係

しているということは事実と一致している」”

④石原与作説（（昭和39年頃の見解）：

・「立山開 山をったえる最初の記録は、 長笈年中

(1163~) に、 橘忠兼が編修し始め、多巣倉時代初め

に梨大成された伊呂波字類抄による。 この限りで

は盆士山縁起の室町初め、 羽黒山縁起の江戸末に

比しても古いものである。」

・「さて今日までの通説によれば慈典を有頼となし、

しかも岩隙芦隙両所の開祖と所伝している。 伊呂

波字類抄には有若即慈典とあるので、 恐らく延滋

5 (905)年に実在した国司佐伯有若の子孫中傑俯

慈典が出現し、 芦耕中宮に神宮寺を開創し、 同所

に入滅したことを述べたものであろう。」-1)

⑤山岸共説（昭和48年頃の見解）：

・「立山大菩薩縁起に見える佐伯有若が実在の人物

であることが知られて以来、 この縁起が現実性を

培したごとく考えられ、 有若の時代から弥陀の山

として開かれたごとく解釈されがちであるが、 慈

典が立山で弥陀を感得したことは、 いわば、 立山

が弥陀の浄土であることの宗教的宣伝であろう。」

・「吉野修験の組織化に伴い、 教団の権威を高める

ために作り出された盆験謁と考える」 5)

⑥ 「富山県史』（昭和51年頃の見解）：

・「大宝元(701) 年と延滋5 (905) 年との問には、

204年のへだたりがある。 開山の時期を縁起にい

うところの大宝元年と考えるのは無理であり、 9

世紀の後半から10世紀にかけてのころと見るのが

稔当と思われる。」61

⑦炭瀬誠説（昭和59年頃の見解）：

・「立山建立とは、 具体的にどのような事実をさす

のか、 山頂までl井jいたのか、 山麗に寺堂を創建し

たのかー切不明で、 これをめぐって諸説紛々であ

る。（中略）しかし、「夜師相承」に康済の事跡と

して挙げられているのが、 この「立山建立」ただ

一件である点は韮く見るべきである。 ーつの推測

として、 立山の盆異に感動した一 狩人は、 とりあ

えず地元の薬勢に師事受戒し慈典と名のったが、

その後さらに中央の高他康済を頼ってその指芍を

仰ぎ、 その名の下で立山開山の大事業を成し遂げ

た、 というふうに考えることも許されるであろ

う。」”

⑧高瀬重雄説（平成元年頃の見解）：

・「康済律師の伝にいう「越中立山建立」を、 立山開

山と考えるとすれば、 康済は昌泰2(899)年2月

8 日 72歳で没しているから、 その立山建立は、 9

世紀の後半とみなければならない。 してみると、
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立山閲山の時期は、 9 世紀の後半から10世紀にか

けてのころとみるのが稔当であろうと思われ

る。」s)

・「査師相承に記す康済律師の伝中に、「立山建立」

という字句がある。 康済律師は、 昌泰 2 年 2 月 8

日に、72歳で入滅した天台宗のイ府である。 もし、

その伝中の立山建立ということの意味が、 立山の

麓にー寺院を建立したということだと仮定すると、

九世紀の末頃には、 立山開山が行われ、 天台俯徒

の入峰がみられたと考えてもいいのではないかと

思われる」，）

・「いまどのような理由で、 立山開山縁起にこのよ

うなくいちがいが生じたのかを決定する決めては

ない。 けれども、 越中守としての佐伯有若の、 外

護による奨励によるか、 何らかの関係のもとに開

山されたとみるよりほかはない。 また、 渕山と

いっても、 その内容が問題である。 立山の頂上へ

の道が完全にひらかれて、 登頂に成功したのを開

山とみるか、 あるいは、 山の麗の地に山岳者に

よって寺院が開かれたとみるかも問題である。 も

し、 後者としてみるならば、『師汽相承」にいう康

済律師の「越中立山建立」というのが、 何らかの

関係があるもののように思われる」10
)

⑨木本秀樹（平成14年頃の見解）：

・「立山 ,m山の時期については、 私は越中守佐伯宿

祢有若の自署を有する延喜5年「佐伯院附屈状」

1. 「立山開山」についての検証

1 -1. 【検証1】康斉律師の「立山建立」につい

て

それでは、 ここで、 これまでの各説が拠って立っ

（「随心院文：苫」）や天台座主康済の「越中建立」の

記事と没年をはじめとする史実などから、 9世紀

半ば以降10世紀初頭までと想定している。」 II)

⑩由谷裕哉説（平成20年頃の見解）

近年、 由谷浩哉は「立山 ・白山の宗教文化」 にお

いて、 これまでにやや定説と見られていた立山憐j山

の時期を10世紀初頭としてきた説を見直し、 地方に

おける独自の山岳信仰が、 浄土系天台宗の修験染団

との関わりをもつなかで、 立山が中央の修験集団に

おいて地方化されたことをもって「開山」と規程す

る、 というこれまでにない斬新にして卓越した説を

提起した匹

これまでの学説は上記の通りである。 康斉と佐伯

有若が同時代の人物であるが、 両者の関係は不明で

あること、 また、「立山建立」とは具体的にはどのよ

うな事実をさすのか、 山頂まで開いたのか、 山開に

寺堂を創建したのか今なお明らかにされていないと

いうことである。 いづれにしても諜題は「開山」の

具体的な定義あるいは要件が示されていないことで

あろう。 また、 由谷のいう「地方霊山が浄土系天台

宗の修験梨団との関わり」のなかで「開山した」と

いう論理を立山に充当することには、 10世紀以来多

くの天台系修験俯の参詣・参節のための入山してい

るという歴史的事実をどう説明できるのだろうか。

立山は既に仏教の山として開かれた実紹を有するの

である。

史料、『師査相承」・『本朝窃倍伝』及びの十巻本『伊

呂波字類抄」「立山大菩薩」の記述について、 若干の

検証を試みることとしたい。

【康済律師の「賽師相承」二】
智謡大師

康済
別裳大師入室、 内供、 法柏、 越中立山建立、 越前殴人、
紀氏、 昌泰二年二月八日入滅七十二、 四家内可台金同

浄観
13〉
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［「本朝高俯伝」の江州延他涛寺沙門康済伝］

秤w済、 姓紀氏、 越前州牧質人也、 蚕登叔山従光

定、 顕蜜両教細究幽府、 後拝智證大師、 受他法阿渕

梨蔀頂、 貞観元年、 大極殿泣勝王経講合、 勅済為問

者、 僻義明辮、 究平六年秋、 任延歴寺座主、 時六 十

七、 翌歳三月、 勅為維庶會講師、 済上表言、 済添以

非器、 旋荊其遥、 雖歓而承旨、 信源而怯悲、 康済学

湖秤古、 才非知新、 幽求之功、 早倦法蔵、 黙悟之，；臨、

何渉論場、 加之老吝日培、 残齢無幾、 只思誤滋於山

門、 獣鋲設於邦家、 初注不堪状謹僻、 帝許其辟表、

治職三年、 解座主印、 詔主園城寺長吏、 居三年、出

史、 昌泰二年二月八日活然而化、 森七十二服、

四十八股年者恐鉛 ，洪H)

1 - 1 -1. 康斉律師の事跡について

康済律師は、 上記の『本朝高仰伝』にみるように、

9世紀後半に活躍して、 天台座主や智盃大師の次に

園城寺長吏という地位についた高俯である。

康済の昇進股歴は、『華頂要略」・「寺門偲記補

録」 1

5) によると、 智證大師の受法樅頂の弟子で、 承

和14 (847)年4月5日受戒し、 突平6 (894)年9

月12日天台座主に、 同7 年10月17日内供奉十禅師に

任じられた。 同9年正月8日には法柏に叙せられ、

同5月8日律師に任じられている。 なお、「立山建

立」の記述は、「狡師相承」において、 康済律師の特

筆すべき事跡として唯 一記載されており、「夜師相

承」の殺料的性格からみて康斉はもとより天台系修

験教団にとっても極めて重要な・事跡との認識があっ

たのであろう。 とすれば、 立山と延暦寺や園城寺と

の関わり、 そして康済律師の園城寺長吏在戦期間中

の「立山建立」という宗教的事跡は「立山IJ/cJ山」そ

のものに大き <I刈わるものと考えられる。

1 - 1 -2. 康酒律師の「立山建立」について

康済律師の「立山建立」とは、 具体的にどのよう

な事実をさすのか、i頌頴が言うように、 山頂まで1井j

いたのか、 山麗に寺党を創建したのかー切不明で、

これをめぐって諸説紛々である。 ここで先学の諸説

を紹介することとしたい。

• 阿部説は「仏教的信仰の迫場としてl井Jかれた」

・広瀬説は「単に山麗のどこかに寺堂をfrij建したこ

とかもしれんではないか。」

．栢本説は「思うに実際に立山を刷いて棠塔伽藍を

山頂山麗に建てたの康斉律師である」

・高瀬説は「憐J山といっても、 その内容が問題であ

る。 立山の頂上への迫が完全にひらかれて、 登頂

に成功したのを1井J山とみるか、 あるいは、 山の梵

の地に山岳者によって寺院が憐Jかれたとみるかも

問題である。 もし、 後者としてみるならば、「師狩

相承Iにいう康済律師の「越中立山建立」という

のが、 何らかの関係があるもののように思われ

る」「立山の麓にー寺院を建立したということだと

仮定する」

• 石原説は 「常願寺川河畔の岩坂（岩様の意味か）

の地に、 立山神の神宮寺である立山寺の創建を見

たのは、 9世紀も末のころ、 園城寺4世の長吏と

なったイ沿康斉の発願によったものであった」「康斉

律師の
＂

立山建立
～

を、 立山頂上の舎堂造立とか、

芦餅、 岩餅何れかの地とする見解もあるが、「梁塵

秘抄」にいう立山とは山名に非ず立山寺の略称で

あると同様に
＂

立山寺建立
”

と考えるのが稔当の

ようである」

などいろいろである。 いづれも定説とは成りが

たいが、「立山建立」を、 阿部・広瀬• 石原. j•::j瀬

説はいづれも「山の麗の地に寺院が開かれたとみ

る」としている。 しかし、 山麗に開かれた如何な

る寺院が1姐かれたということについては、 石原の

立山寺とする他には具体的な説はない。

ところで、 別の視点を言うならば、 康済律師の

「立山建立」（立山入りか）の文言について、 まず

は、 その時期を、 「本朝j(:i1爵伝jに記された「山中

鮒粛」 の文言を手がかりとして推察を試みること
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とした。 『華頂要略」によると、 康済律師は、 3芯平

7 (895)年10月17日内供奉十禅師 に任ぜられ（康

済68オ）、 同9 (897) 年正月8 日に「法橋」 に叙

せられ、 同5 月8 日に律師 に任じられている。 な

お、「本朝高俯伝』 にみるかぎり、 康済律師は、 延

歴寺座主 に任じられた突平6 (894)年から延暦寺

座主を辞する笈平9 (897)年までは多忙を極めて

おり、 従って「山中蛸粛一立山入ー」の期問は、

認平9 (897)年から昌泰2 (899) 年問以外の時

期は考え難い。 この 3 年問が「山中蛸粛」の期問

でなかったろうか。「山中蛸粛」とは、俗界の煩わ

しさを離れ、 山中でしずか（粛か に） に、 安（蛸）

らかな心挑でいることであった。 康済律師は自ら

の晩年 に「約粛」の換地を立山 にもとめたのであ

ろう。 なお、 康済律師の 「立山建立」は、 その後

の園城寺が越前白山平泉寺や立山など北陸の山岳

霊場の経営について大きな関心をもっていること

と何らかの関わりを想定できるのである。

1 -2. 【検証 2 】「立山開山縁起」にみられる越

中守佐伯有若と康酒律師

次に、 十巻本『伊呂波字類抄』「立山大菩薩」16) に

立山の開山者として現れた「越中守佐伯有若之宿祢」

が随心院文杏によって実在したとの史実 により、

「立山開山」も「佐伯宿祢有若」の実在する10世紀初

頭とする説について考えてみたい。

康済律師と有若が立山開山 に直接閃わっていると

いう認識のもと に、栃本芳雄は、「思う に実際に立山

を開いて堂塔伽藍を山頂山麗に建てたの康斉律師で

あり、 その大柏那・後援者・パトロンとして絶大な

る援助をしたのが越中守佐伯有若ではあるまいか。」

「と にかく、 天台宗寺門派の本山園城寺（三井寺）の

座主たりし康斉律師と、 越中守たりし佐伯氏との協

力によって立山が開かれたのである」J
;) としている。

広瀬誠は「とりあえず地もとの薬勢に師事受戒し、

慈典と名のったが、 その後さら に中央の高倍康済を

頼ってその指祁を仰ぎ、 その名の下で立山開山の大

事業を成し遂げた、 というふう に考えることも許さ

れるであろう。」としている。 高瀬並雄は、 このこと

については、「いまどのような理由で、 立山開山縁起

にこのようなくいちがいが生じたのかを決定する決

めてはない。 けれども、 越中守としての佐伯有若の

外設による奨励によるか、 何らかの関係のもと に開

山されたとみるよりほかはない 18) としている。 橋本

と邸瀬の説は、 康済律師が寺院を建立し、 佐伯有若

がパトロンかあるいは外設者と推察した。 また広瀬

は佐伯有若が康済律師の指芍を得て開山を果たした

と推察した。 しかし、 いづれ にしても、 従来説のよ

う に、 康斎律師の「立山開山」という 「史実」と、

開山者が佐伯有若であるという伝承を同次元に考え

るわけにはいかないであろう。

これ に対して、 山岸共は、 有若と開山との直接的

な関わりを否定し、「立山大菩薩縁起」に見える佐伯

有若が実在の人物であることが知られて以来、 この

縁起が現実性を増したごとく考えられ、 有若の時代

から弥陀の山としてI開かれたごとく解釈されがちで

あるが、 慈典が立山で弥陀を感得したことは、 いわ

ば、 立山が弥陀の浄土であることの宗教的宣伝であ

ろう。」とも指摘し、 「吉野修験の組織化に伴い、 教

団の権威を高めるため に作り出された霊験諏と考え

る」19) としている。 木本秀樹も、 有若の「立山開山」

についての直接的な関わり については否定的立場を

採っており、 有若が立山開山のモチ ー フとされたこ

との背娯には、 越中国に広大な荘園を有する東大寺

と有若との関わりの深さからの所以であるとしてい

る20\

それでは、 10世紀初頭 に登場する「佐伯宿ネ爾有若J

が、 どのような経緯によって300年以上経過した13

世紀頃（録倉時代初期、25頁参照） の成立とされる

十巻本「伊呂波字類抄j「立山大菩薩」に現れたので

あろうか。

このこと について筆者は、「立山大菩薩」に「顕給

r
/
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本縁起」 として「立山開山」 伝承を載せる に当たっ

て、「伊呂波字類抄』の落編者が、 閲山伝承をより現

実味のある ものとする ために、 越中において忘れ難

きものとして伝承されている 実在の「越中守従五位

下佐伯宿ネ爾有若」の名を援用したものと推測する。

も し、「越中守従五位下佐伯宿福有若」の事紹が越中

において忘れ難きもの一高瀬の言う「外談による奨

励者」 ーとして伝承され、 関山縁起に関わったとす

る ならば、 佐伯有若と国司とを結びつきが想定され

る。 とすれば、 その手がかりとしては、『今昔物語

染J巻十四21) 、 八「越中国杏生姿、 死墜立山地獄」

に登場する 越中国司の「立山信仰」の支援者として

の存在 が「伊呂波字類抄』「立山大菩薩」に援用（付

会） されたと推察する ことも できよう。

そ れにしても 、 佐伯有若が実在の人物とは言え、

越中国司という地位にある 者が立山の開山者たり得

る か。 この点において柏本のバトロン説や木本 説が

提起される所以である。 なお、 他の縁起類などをみ

ても 、 国司が開山者である という伝承は今のところ

見あたらないのである。

結局のところ、私見としては、「立山開山」に直接

的に関わるのは康斎律師のみと結論し、 「立山大菩

薩」の縁起に佐伯有若を開山者に充てたのは、 おそ

らく、13世紀頃の「立山開山縁起」創作の際に、「立

山開山縁起」の現実味 を附加する ために、 ある いは

浄土系修験狛団側の権威を高める思惑があったと考

えられるのである。

このような「10世紀初頭に立山が開かれた」 とい

う推察は、 その後の「今昔物語梨」など説話集にみ

られる ように、 修験俯の立山参詣や参龍など入山の

事実をみても 十分に成り立ち得る ことであろう。 す

なわち、「神の山」であった立山が時代の流れのなか

で山林修行者が登拝していた「仏の山」 としても淵

かれたことをうかがわせる ものであろう。 その象徴

的な出来事が康斎律師の「立山建立」 ではなかった

か。 しかしながら、 この時点においては、 立山は、

後 にみられる ような固城寺を中心とする浄土系修験

集団の意図に基づくような「阿弥陀の山」 にはなっ

ていなかったのである。「阿弥陀の山」になる には立

山に新たな転機を想定されなければならない。

1 -3. [検証 3 】十巻本『伊呂波字類抄」「立山

大菩薩」及び『類衆既験抄 J における「立山開

山」の記述について、

次に検討しておきたいことは、「立山開山縁起」の

原点とも 言われてきた「類燦既験抄jと十巻本『伊

呂波字類抄Jとの関係である。

まずは、 両：苫の該当部分 を引用しておくこととす

る。

□ 『類衆既験抄」神祇十

ー、 越前（加質歎）桜白山権現者。 元正天皇御宇戻

亀二年。 始顕庭建立也。

ー、 越中毀立山権現。 文武天皇御宇大突元年始所建

立也。 相低云。 於立山狩人有之。墜射矢ヲ射立

追入出底。 其熊乍立矢死了。 見之皆金色阿弥陀

担悉也。 初此山云 立山権現也。 顕現地獄云々

ー、 熊野権現御事崇神天皇即位六十五年。 始熊野椛

現出現給云 云。（後略）四）

口十巻本 「伊呂波字類抄』「立山大菩薩」

顕給本縁起、 越中守佐伯有若之宿祢、 仲春上旬之

比、 為胞猟之、 登孟高山之問、 胞飛空失畢、 為尋求

之、 深山之次、 熊見射口、 然問、 笑立乍登於腐山、

笑立熊金色阿弥陀如来也 、M本厳石之山、 膝名ー、 腰

号二釜、 后字三器、 頭名四盤、 申頭烏稔五祭、 時有

若発菩提心、 切弓切髪成沙弥、 法号慈興

1 - 3 -1. 両本の性格

内容からみる と、 「類燦既験抄J (「群：苫 類従三輯

上』）は、 社寺など過去の成り立ち（既験）を部類に

よって染めた（類緊）文字どおり百科辞典的な性格

をも って記されている。

具体的には、 上記の「越中國立山権現」の記述の

8
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前後に、「諏訪井住吉大明神」・「祇園御事」・「北野天

涵御事」など有名神社の由来 ・縁起のみを、また、

白山 ・ 熊野の各権現の由来・縁起のみを淡々と記述

する形を執っている。 いづれも100字前後の短い文

章による解説である。 それ故、白山権現の始まりは

元正天皇御宇霊亀2 (7 16)年、立山権現の始まりは

文武天臭の大賓元 (701)年と始まりを強調している。

ー方、「伊呂波字類抄』 「立山大菩薩縁起」は 「仲春

上旬之比」とするのみで始まりを記していない。 両

本の性格の迩いによるものであろう。

結局のところ、「類衆既験抄』は、白山権現•熊野

権現と同様に、立山権現が阿弥陀如来であることを

解説することが、この項目「越中立山権現」の真慈

であって、おそらくは、「立山測山」の縁起を示すも

のではなかったと推察する。 これに対して、十巻本

『伊呂波字類抄」 「立山大菩薩」は、ストリーとして

の体裁を墜え、「顕給本縁起Jと椋題を付しているこ

とでも分かるように、明らかに立山耕j山縁起を示す

ことが真意と推察できる。 それ故に後々の 「立山測

山縁起」の原点といえば、 「類棗既験抄j ではなく、

十巻本『伊呂波字類抄』「立山大菩薩」に示された縁

起であろうと考えるのである。

なお、「立山大菩薩」は、「顕給本縁起」と題する

開山縁起の記述に加え、常願寺川両岸や立山山中に

あったとされる寺院の実在を示唆する記述もみえ、

さらに、「円城寺」の堂舎建立の年を康和元年( 1099)

とする実年号をも記している。 立山地域の梢報が詳

しく記されており、おそらく、「立山大菩薩」の原作

者は地元のものか、あるいは立山の様子を知り尽く

したものの手になるものではないだろうか。 言うな

れば 「立山大菩薩」の記述は現地で 作成されたロ 一

カルな,-�j'報が、故あって十巻本 「伊呂波字類抄」に

若干の脚色を加えられて 「立山大菩薩」として収叔

されたものと考えられる。

1 - 3 -2. 両本の成立年代（前後関係）につい

て

障燦既験抄J ・ 十巻本『伊呂波字類抄」「立山大菩

薩」の成立年代については、いづれも諸説がありい

まだに定説はない。 しかし、両者成立の前後関係に

ついては、開山者が阿弥陀如来に感得するという記

述パタ ー ンにきわめて類似性があり、また、開山者

を 「佐伯有若」とする十巻本『伊呂波字類抄Jより、

より原初的な 「狩人」とする『類衆既験抄』の方が

先に成立しているという見方もある231。 この考え方

によれば、十巻本 「伊呂波字類抄」は『類燦既験抄』

の記述に倣ったことになる。

しかし、立山に関する記事収戟の主たる慈屈lは、

『伊呂波字類抄』の方は「立山大菩陸」、「類緊既験抄」

の方は 「立山大権現」を解説するものである。 田村

闘橙は気権現思想が成立する経綽のなかで先ず菩

睦が出現し、後に権現が出現するという。 とすれば、

「伊呂波字類抄Jの方が『類緊既験抄』よりも早い時

代の内容を取り込んだと考えられる。 従って、短絡

的ではあるが、十巻本『伊呂波字類抄』が「類衆既

験抄Jに先行した内容を収載したものと言えよう。

実際には、『類棗既験抄jの成立時期は、14世紀前

半（鎌倉時代末もしくは南北朝期）の成立とされて

いる25)。 また、十巻本 「伊呂波字類抄』の成立時期

については、諸種の説が出されているが、初めて「立

山大菩薩」の伝承が登場するのが、十巻本の現存写

本のうち泣も古い鎌倉末とされる学習院大学図苫館

本には欠損があるため、室町初期の写本とされる大

束急記念文匝本（影写本）とされている。 大東急記

念文庫本を底本とする復刻版十巻本 「伊呂波字類抄』

（雄松堂出版、昭和62年発行）の川瀬一馬の解説％）

によれば、 「三巻本には殆ど著者樅忠兼の浄：苫本か

と思われる粉経1現文即蔵本（中巻訣、上下二帖）が

残存しており、その成立は治承 ( 1177~1180) 年間

である。 然るに十巻本は鎌倉初期には既に成立して

ゐたことは確かであるから、その増補編築は三巻本

，
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の成立後、 余り程辿からぬ頃に行われたものとなる

わけである。」と記しており、 この説によれば、 十巻

本「伊呂波字類抄Jの成立は鎌合初期となる。 とす

れば、「立山大菩薩」の記述内容は少なくとも鎌愈初

期かあるいはそれ以前の時期の状況を写し込んだと

考えられる。 なお、 広瀬• 石原も、 十巻本「伊呂波

字類抄jの成立を鎌倉初期として疑わない。 しかし、

十巻本 「伊呂波字類抄』 の成立の時期について、 由

谷はつぎのような疑問を呈している。「山田孝雄は、

二巻本と三巻本に比べて十巻本は後世の増補少なか

らずして、 内容遥かに多ければ、 別種のものとして

取り扱うべく云々と評価している。 このような意見

があるにも拘わらず、 この十巻本原本の成立下限も

二巻三巻本などからそれほど下がることなく鎌倉初

期におく、 という見解が有力らしいが、 その比定に

は疑問を感ずる」 と。

この由谷の指摘の論拠T,) については、 次の三点が

挙げられる。 ①十巻本の現存写本のうちiiiも古い鎌

合末頃とされる学習院大学図苫館本は、 欠拍がある

ため立山憐j山伝承がみえない。②山田孝雄の「後世

の増補少なからず」という評価により、 中世に入っ

てからの増補ではないか。 ③ 「類燦既験抄jより新

しい。 の三点である。 由谷の論拠について、 筆者は

次のように検証を試みたい。

①については、「立山大菩薩」の記述が現存泣古の

写本とされる室町初期頃の大束怠記念文匝本に登場

しており、 写本された室町初期には元本に収戟され

ていたと考えるのが妥当であろう。 写本の段階で

「立山大菩薩」が加喰された可能性は否定できないが、

ー方、 加箔されたという証拠は現時点では見あたら

ない。 従って「立山大菩陸」 の記事は杏写された室

町初期以前となる。 なお、「古辞苫の研究』の落者川

瀬一馬は「その増補は度々に行われたものではなく、

或る一時に何某かの手に拠ってなされたものである

と思う�)。」と述べていることから、 漸次増補されて

いくなかでの収戟ではなく、 必要のなかである時ー

10 

時に増補されてものと解することができる。

②については、 由谷の根拠は、「日本古典全染』第

4 梨（第三期） に収載された「伊呂波字類抄」 の山

田孝雄校訂・解説に記された文言による。 その文言

とは「内容落し＜培加してその語数の多きのみなら

ず社寺等の事鉛を注せること詳かにしでI合も別の：苫

なるかの趣ありて、 三巻本等の外に特立して用いら

るべき価値を有す」「これより （寿永 2 (1183) 年）

なほ後なる増補によりて十巻となりしなるべし29)。」

と言う。

ところで、 山田孝雄が依拠した「伊呂波字類抄」

は、 元禄13年に今井似閑が中院家の蔵本を手写し、

さらに、 天保 2 年に伴信友が再度比較校正を行った

ものである30)。 この写本を底本に山田孝雄が解説を

附記して昭和3年に刊行されたものが「日本古典全

梨」第4梨（第三期）に収載された「伊呂波字類抄」

である。 転写の多い中院家本を底本とした山田には

「後世の増補少なからず」と見えたのであろう。 山田

孝雄が検討した「伊呂波字類抄」は、 今井似閑が紹

介した中院家蔵本の他、 花山院家本（三巻本）、 客本

神宮文匝本（上巻一冊）、 内閣文庫本（二巻本の上巻

残欠の写し） などである31)。 しかし、 山田は、 その

後に発見された大東急記念文／庫本 （川瀬一 馬旧蔵本、

昭和62年に雄松堂出版から出版されている）を見て

いないし、 昭和30年頃に発見された錬倉時代初期と

思われる写しの断簡戸も見ていないのである。 川瀬

一馬の見解33) によれば、 十巻本の成立は治承 (1177

~ 1180) 年間より余り程辿からぬ頃に行われたもの

である。 また、「増補」の内容と時期であるが、 川瀬

一馬は「古辞杏の研究』において、「i函近新たに発見

せられた古紗の断筒は、 十巻本色葉字類抄泣古の写

本として、 極めて質韮な汽料である。 その杏写年時

は鎌倉初期と確認せられるから、 十巻本の培補せら

れた年代 （即ち成立年代）をも限定すべき有力なり

証左ともなるものであって、 その内容は恐らく殆ど

十巻本の原形を伝えるものと言ってよかろうと思



う叫」 とし、 十巻本「伊呂波字類抄」の成立は鎌合

初期としている。 とすれば、 やはり、 鎌合初期13世

紀中頃には増補されていたと考えられる。

以上①②から、 現時点においては、 川瀬一馬の検

証の結果を踏まえると、 十巻本『伊呂波字類抄』の

鎌危時代初期の古写本 「古紗の断筒」が発見された

ということにから、 十巻本 『伊呂波字類抄」は鎌合

時代初期の成立と考えざるを得ない。 なお、 このな

かに「立山大菩薩」が収載されていたかについては

現認されていないわけであるが、 「その増補は度々

に行われたものではなく、 或る一時に何某かの手に

拠ってなされたものであると思う。」という見解から、

筆写は「立山大菩薩」は鎌倉時代初期の頃の収叔と

考えておきたい。

③ 『類緊既験抄」と十巻本『伊呂波字類抄』にお

ける「立山開山伝承」 の前後関係については、 由谷

は、 五来重が『頚棗既験抄』と十巻本「伊呂波字類

抄jの「立山開山伝承」を比較して、 前者の方が古

い形態であると位散づけていること。 前者の伝承を

好i.巫したうえで後者の伝承にさらに装飾を加えられ

ていると考えるのが最も率直であろうとしている。

しかし、 この頃の写本 や伝承は、 必ずしも直列ばか

りではない。 原本の引用に当たって、 そ れぞれの趣

慈に従って叙述の構造を残しながら削除・加筆が行

われている場合も多いことはよく知られていること

である。 従って、 必ずしも「類燦既験抄」を前とし

米））且 党／検証「立山開山」について

十巻本「伊呂波字類抄』を後とすることにはならな

いと考えたい。

1 - 3 -3. 十巻本『伊呂波字類抄』と『類衆既験

抄』の内容の類似性について

上記の史料をみるに、 開山者 が立山狩人と佐伯有

若之宿祢と異なってはいるが、「於立山狩人有之、 熊

射矢ヲ射 立追入出処。 其熊乍立矢死了。 見之皆金色

阿弥陀如来也。 初此云立山権現也。」（「類緊既験抄』）

の部分の記述が「熊見射殺、 然問笑（矢か） 立乍登

於高山、 笑（矢か）立熊金色阿弥陀如来也」（ 十巻本

『伊呂波字類抄』）の記述と部分的に酷似しており、

両者の関係がうかがえる。 由谷はこの点から『類燦

既験抄」 から十巻本「伊呂波字類抄Jへと考えてい

る。 しかし、 十巻本『伊呂波字類抄』「立山大菩薩」及

び「類棗既験抄』はそ れぞれに一つの
＂

原作
＂

から

編築の意図に従って
．．

引用
＂

し作られたもの、 と考

えることも できる。 すなはち、j;fj山者については、

も とも との
“

原作
＂

が狩人であったものが、 『類燦既

験抄」はそのままに引用し、 十巻本「伊呂波字類抄』

「立山大菩院」 は、先述したように、「立山閲山縁起」

の現実味を附加するために、 地元の者しか知り得な

い立山山麓の寺院群を列挙し、 さらに、 浄土系修験

集団側の権威を高める思惑により、 佐伯有若を充て

たのではないだろうか。

2. 「立山開山」の考え方

「開山」 とは、 山林・山岳（霊山 ） が仏教化する過

程のなかで泣も重要な転換或いは変容の契機となる

ものであろう。 そ れ故に「立山 ,m山」は立山信仰史

上泣も基幹的かつ重要な歴史的事象である。 この

「開山」の歴史的事象および 時期については、先学の

成果を踏まえながら、 改めて、 上記の検証1 · 2·

3などから埒き出された「立山1井j山」の考え方につ

いて考えてみたい。

「立山別山」 を考えるに当たっては、 一つに、「1;rJ

山」 の用語の一般的用例のなかで、 二つに、 文献史

学的には、 数少ない史料である「師資相承」・「本朝

高俯他」、「頚衆既験抄』や十巻本「伊呂波字類抄』

の読み解きをとおし、「l#J山」の考え方やその時期を

埒きだす方法が考えられる。

11 
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2 -1. 用語から涵き出された「立山開山」

諸柏轍次「大漢和辞典」（大修館）で「開山」の語

を引くと、「山を淵いて寺を立てるをいふ」とある。

「山を1井j <」ということと「寺を建てる」ということ

を同時期かあるいは別々の時期かという問題は残る

が、この「山を閲＜」という語慈を考えると、熊野 ・

立山などの霊山の「IJf.J山」は、「神の山」から「仏の

山」への転換、すなわち、山が、神迫的世界から仏

教的世界へと大きな転換を果たしたことを指すもの

と考えられる。

8·9世紀頃から地主神に神階が奉授され、越中

においても、宝亀11 (780)年に二上・j'Jj瀬の二神を

はじめ粕坂神 ・日罰神・ 新川神・雄山神などに神階

か奉授されている35)
0 

こうした神階奉授や貞観・延滋の式内社選定など
一述の宗教施策は、米澤康氏によれば 「律令国家解

体過程の一現象ー現実的な社会矛盾の露呈に対して

採用された形式的 ・皮相的な対応策」Jbl とみなして

いる。このことは、とりもなおさず、9~10世紀に

かけての時期は、仏教が躾隆するなかしだいに神道

が衰退していっていることに対する朝廷の対応を示

すものではないか。 また、上田正昭は「神階昇叙の

背娯」:r,) のなかで、「神階昇叙の前提には、仏教がf袋

位となった律令国家のありようが照射されており、

神も仏法を擁談する「渡法苦神」の神とされた」と

述べている。9~10世紀の頃は神道の衰退、仏教の

沿j手品の時期であり、こうした宗教的哀桜の中で、霊

山の「IJ肌j山」が促されたものと考えられる。このよ

うな時流のなかで立山が 「神の山」から「仏の山」

へと転換していった 「立山IJfJ山」という歴史的事象

が生起したであろうことは容易に推察できるのであ

る。I類燦既験抄』や十巻本「伊呂波字類抄」・「立山

耕j山縁起」などの縁起物に語られている「熊に矢を

放ち、 熊は血を流しながら深山へ」とのくだりは、
工さ

当に、立山の主である 熊がなんらかの抗争の結果阿

弥陀如来に山の主の地位を譲ること、すなわち地主

12 

神が外来の仏に対して山の首座を明け渡すことを暗

に示唆しているのではないか。こうした「DH山」の

概念によれば、「山を1姐＜こと」、すなわち 「I荊山」

とは（宗教的概念ととらえるならば）、通常に言うと

ころの初登頂に止まらず宗教的な意味合いを含む

「IJfJ山」を想定することが出来る。

このように考えると、まず、「秘められていた山中

の聖なる世界を淵示」することであり、通常に言う

ところの初登頂を含めた何らかの宗教的活動が伴う

第ーの段階、即ち、「神の山」から「仏の山」へと山

岳信仰（宗教世界）の質的転換、この段階を「第一

期開山」 と考えたい。さらに、その後の社会的変化

のなかでの新たな宗教的世界が確立する 第2の段階、

山岳信仰の斌的広がりへの契機を「第二期1m山」と

考える。「第二期開山」とは、行者・修験等の宗教者

に対して、本地の験力を感得する宗教活動の場とし

て「山」を提供するものであり、園城寺など中央の

浄土系修験染団のI,周与によって、「聖性」としての本

地が提唱され、「聖域」である山内に宗教施設（寺院

等）の建立、 修験者あるいは宗教者が一団を組織化、

さらに縁起を以て広く喧伝するという 修験系霊山に

おける「開山」を想定するものである。

ところで、寺院に「〇〇山〇〇寺」と山号・寺号

が付せられている。この 「00山」の 「山」 とは、

もとより自然の山の意ではなく、宗教者が本地の験

力により宗教活動を行う拠点とする場 （寺院）であ

り、その工リアが「山内」と呼ばれている。とすれ

ば、立山については、どのような場において、 また

どのような組織が成立したのか、その組織化に当

たってどのような宗教的勢力 （団体）の彩態を受け

たものか等を検討することが「第二期1月山」の検討

となろう。

2 -2. 「立山開山縁起」から涵きだされた「立山

開山」

『類衆既験抄」や十巻本「伊呂波字類抄』の「縁



起」 によると、 1m山の筋・苫きは、 狩人或いは佐伯有

若が、 聖性の化身である熊や膨に森かれて山入りし、

聖性である阿弥陀如米に出会い感得するといったも

のである。 筋苫きの内容を①立山の地主神の化身で

ある熊が阿弥陀如来に変じたこと、 ②聖性である阿

弥陀如来に出会い感得することの 2 点に分けること

ができる。 この①の時期と②の時期は同時ではなく、

異なる時期の事象を一つの筋杏きにしたものと考え

たい。

すなわち、 閲山者 （狩人あるいは佐伯有若）が熊

に矢を射、 熊が血を流しながら山頂近くにおいて阿

弥陀如来になったという筋杏きは、 それまで「神の

山」 であった立山が「仏の山」 に代わった、 すなわ

ち、 熊を山の神と見立てるそれまでの神道にもとず

＜立山の宗教的世界が閲山によって仏教にもとず＜

宗教的世界に取って代わったことを意味するもので

あり、 それも
＂
熊が血を流した

＂
ほどの抗争の末の

ものであったことを暗示するものではないか。 また、

「聖性」である
＂
阿弥陀が顕現する

＂
ことは、 山の

「聖性」を認め始めた12世紀以降の頃のことであり竺

これら二つの事象が上記の縁起では一辿なりのもの

として表現されたものではないかと推測するのであ

る。「神の山」から「仏の山」に交替した時期が「第

ーのI荊山」 であり、 阿弥陀如来を聖性と認識し、 こ

の聖性を感得することが「策二の 1井j山」ではないか。

以上、 ー・事例や「立山開山縁起」 の読み解きから芍

きだされる結論として、 立山が、「仏教の山」として

或いは「修験の山」として、 時期によってそれぞれ

に性格の異なる宗教的世界を有する虚山であるが故

に、 「仏教の山」 の 1井j山 （神道の山から仏教の山へ）、

「修験の山」のl#J山（地寂の山から阿弥陀の山へ） と、

時期においても歴史的事象においても「立山開山」

の二段階説が想定されるということを提起しておき

たい。

ところで、 この「立山11fl山縁起」 の成立について、

何時、 如何なる楊所で、 誰が、 如何なる目的で、 ど

米/l孔 認／検，—;iE「立山1月山」について

のような経綽で、 ということについて検証するなら

ば、 おのずから、 12·13世紀頃の浄土系修験集団の

動向を考えざるを得ない。 この点において、 10世紀

初頭の「第一期渕山」 とは質的に異なる「第二期l紺

山」を想定する所以である。

すなわち、従来、「立山1姐山」という歴史的事象を、

十巻本「類衆既験抄』「立山大菩薩」の縁起に言うと

ころの佐伯有若を手がかりに、 10世紀初頭としてき

たわけであるが、 手がかりとする 1井j山縁起そのもの

が、 後世、 宗教的世界の変化に伴って制作されたも

のであり、 むしろ策一期「仏の山としての開山」か

ら第二期「修験の山としてのI荊山」 への歴史的経綽

（宗教的屎観の変容）を見ることこそが「立山1m山」の

本質に迫るものではないだろうか。

ここで、「立山開山」について二段階を想定するに

あたって、 参考となる次の二つの示唆的な事例を挙

げておきたい。

まずは、 田村闘橙「権現の涎生」によって彦山の

例をみると、 策一期は山林修行者が山入りし、 山神

と不可分の状態で、 呪験力の体得をめざした時期。

この時期は仏教の山林修行者が進出し、 しだいに非

仏教の山林修行者の上に君臨する段階である。 その

後、 天台系のイ府が居住し、 やがて寺院が造営される

のは第二期である39)。 この点については、 田村の「仏

の進出は、 寺院の創建によって完成した。 比叡山の

天台宗の権威を背娯とする伽藍が彦山に建てられ、

悩の梨団が居住した-10)」という説を論拠とした。

次に、 江戸時代、 立政年間の記録ではあるが、 木

凶御荻信仰の「 1井j山」に I対する本明院将突の耕j山活

動について、 中山郁は「木凶御荻信仰の質的転換一

木食普突の開山活動について一」,Jl) のなかで、 開山

とは、「単に山頂を踏むことによってなされたもの

ではなく、 むしろ、 それまで秘められていた山中の

聖なる世界を開示し、 新たな宗教的秩序を構築して

い＜過程であった。」と考えている。 一般的には、 修

験者が山の頂きを踏むということは、 その山に鋲ま

13 
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る神仏との合一を象徴するものであり、 「山を開＜」

ということは、 山が求める資質と、 行者のそれとが

合致した時に初めてなされると考えられている。 苦

認は一旦認政四 (1792)年に登山を成功させたもの

の、 翌年は山頂で神座を見出せず、 御座で窟ったと

ころ修行不足だから拝ませない、 当時彼が続けてい

た木食行が満行したら拝ませるという託宣があった

という。 そして、 木食行の満ちた姦政六 (1794)年、

初めて信者達を山頂に蒔いたのである。 普笈にとっ

て憐j山とは、 単に山の頂きを踏むことではなく、 修

行により山の崇拝対象（聖性 ） と合ーした上で、 頂

きを中心とした山中の、 新たな聖なる秩序を構築す

る事であったと言うことができよう。

上記の木凶御叙の「開山」 の例にみると、 ,m山者

本明院普筵が突政四年に登頂したことが「第 一期!J:,J

山」 であり、 突政六年に修行により山の崇拝対象と

合ーした上で、 頂きを中心とした山中の新たな聖な

る秩序を梢築したことが「第二期!}り山」 と考えるこ

とができよう。 普突のI森j山に係る託宣は、 江戸時代

中期の事例ではあるが、 立山をはじめ霊山の「開山」

についての宗教的意味、 あるいは概念を窟わせるも

のであろう。

3. 第一期開山「仏教の山」としての立山の宗教的景観

3 -1. 霊山立山の宗教的景観の変容

さて、 ここで、「第一期立山1m山」を10世紀初頭と

し、 極めて雑駁ではあるが姦山立山の宗教的蚊観の

変容の概要を見ておくこととする。

I期主として10世紀初頭以降平安末期にかけて

の、 山中他界観にもとづ＜立山地駄を中心

として展開する宗教的娯観が展開する時期、

（即ち、 「地駄の山」 としての性格を色誤＜

有する時期 ）、

II期． 平安末期以降室町時代にかけて、 浄土系修

験狛団が自らの宗教的世界（弥陀の浄土 ）

を全国的に展閲するなかで、 立山は地方の

霊山として位骰づけられ、「修験の山」とし

ての性格を色涙＜有する時期、

皿期 さらに、 立山地猿及び浄土を中心とした近

世的宗教紙観の時期、

w期． 明治維新を契機に近世的宗教娯観を漸次蔀

めながら、 ー方ヨ ー ロッバのアルピニズム

による新しい山岳紙観が胚胎 ・ 展開してき

た時期の四時期に大別できよう。

なかでも、 本稿の主題である「立山Hf.J山」を考え

るに当たってはI · IIの時期が重要な時期である。

14 

I期(10世紀初頭~11世紀中頃 ）は、『本朝法華験

記J -121 が成立した11世紀中頃を起点に考えてみると、

10世紀初頭の「IJH山」以後11世紀中頃に展開する立

山を舞台とした立山の宗教的世界は、まずは、『日本

塩異記』にみられるような神祇信仰の領向の強い時

期で、 比較的地方々々の独自性が保たれた時期で

あったと考えられる·131 。 その後の立山は、 天台系修

験者などの宗教者によって火山の燦烈火口の地域

(1万年前の水蒸気爆発による ）を山中他界としての

地駄と見立て、「本朝法華験記」や『今昔物語梨jな

ど説話集に叔せられることにより、 独自性を以て世

上に広められることとなったのである。 たとえば、

「今昔物語集』において、「地猿」 の表品については、

多くの場合、「地猿」という一般的な表記はあるもの

の、「立山地紅」のように具体的な「立山」という地

名を冠して表記された例が他にないことからも、

「地獄の山」立山は、 他の霊山には見ることができな

い地域色の強い極めて独自的な宗教世界を現出して

おり、 「本朝法華験記』（「往越中立山。 彼山有地獄

原」）・『今昔物語集i (「越中ノ國新川ノ郡二立山卜云

フ所有リ、 昔ョリ彼ノ山二地猿有卜云叫球ヘタリ」） の

組著者の強い関心をうかがうことができる。 それ故



に、 園城寺を中心とする浄土系修験集団の腟伝に利

用されてきたものであろう。

II期(12世紀から13世紀）は、 日本の山岳信仰史

から考えると、 本来、 金峰山 ・ 大峰• 熊野などに依

拠する修験者と類似した山林修行を行う修験的な宗

教者が集まった白山・立山などの地方の益山は、 平

安末頃整い始めた金蜂山・大峰• 熊野など中央の修

験道の彩評を受けながら、 12世紀から13世紀にかけ

て、 これらの修験道教団と本末関係を結び次策に地

方化していった時期である•I-II o 

3 -2. 立山の独自性一立山地獄を巡る宗教的

位芭一

日本の霊山と呼ばれる山々は、 平安中期ころまで

はそれぞれの山毎に宗教的独自性を持っていた考え

られる。 立山の場合、「地獄」に終始する。

「本朝法華験記』下巻(ll世紀中頃の成立）に第百

二十四話「越中立山女人伝」と題した立山地獄説話

が収載されている。 殊に地猿の描写は、 現地のすざ

ましい光娯を目の当たりにした者以外想像では決し

て記し得ないような具体的な表現である。

有修行者。 其名不詳。往詣塩験所。 難行苦行。往

越中立山。 彼山有地駄原。 遥広山谷中。 有百千出

湯。 従深穴中湧出。 以品毅穴。 出湯貌強。 従巌辺

湧出。 現品動揺。 熱気充塞。 不可近見。 其原奥方

有火柱。 常焼燦燃。 此有大峰、 名帝釈岳、 是天帝

釈冥官集会、 勘定衆生苦悪処突、 其地猿原谷末有

大滝、 高数百丈、 名勝妙滝、 如張白布、 従昔伝、

日本国人造罪、 多堕在立山地獄。 云々15)

こうした ロ ー カルな立山の地勢が 「法華験記』に

取り込まれたのは、『法華験記」のそもそもの性格が、

ロ ー カルな諸霊山や神社を崇敬の対象として言及さ

れることが多かったことに起因している。「本朝法

華験記jの編者である天台の1許横川の鋲源が、 ロ―

米)J;( 認／検 ，；iE「立山IJ:J山」について

カルな唱務の説話などに強い関心をもって、 越中で

成立していた 「越中立山女人伝」を採取したのであ

ろう。 言い換えれば、 すでに立山において成立して

いた ロ ー カルな唱祁の地獄説話が天台教団側を引き

付けたのではないか。 ロ ー カルな独自性があったと

考えられる立山は、「本朝法華験記jに見られるよう

に11世紀中頃までには、 地獄を巡る立山の宗教的誤

観が成立していたのである。

こうした立山の独自性を 「本朝法華験記』 や「今

昔物語梨」によってみてみることとする。 なお、 両

杏の比較については、由谷浩哉の研究（「白山と立山

の宗教文化j)を参考にした。

『本朝法華験記』に先行する地獄説話として弘仁13

(822) 年成立の「日本虚異記」がある。『盆異記」は

全116説話の中で地獄閃係説話は、 12話、 全体の

10. 3%の分批になり、 そのウエイトは重いと思われ

る。 その叙述方法は地猿に堕ちた者が現世での普報

として地猿巡りをしたうえで孫生できた、 という筋

立てである。

この 「日本虚異記」の傾向を受けているといわれ

る「法華験記jに収載された地猿説話は、 上巻の八

話・ニ八話・ 三二話、 中巻の七〇話、 下巻のーニ四

話の五話で、 そのうち下巻の一 二四話「「越中立山女

人伝」が、 立山地獄を舞台とする法華経霊験品','(であ

る。 この一 二四話は「依法華力。 観音澁助。 出立山

地獄。 生切利天宮芙」の文言から、 主人公の女性が

麻生せず、 観音菩薩の虚験によって切利天に昇天す

るという法華経写経の功徳を示している。 すなわち、

ーニ四話は、 上巻の八話・ニ八話・三二話、 中巻の

七〇話の四話の、 麻生して法華経の功徳を伝える擬

死再生一麻生諏とは異なる、 立山地獄独自の説話で

あったことがわかる。

『法華験記」下巻ーニ四話の立山説話を「法華験記』

に収載された他の普四・観音霊験説話と比較してみ

ると、 ①主人公の殊更の地烈巡りの描写はない。 ②

主人公の堕地獄の理由（悪報）が明確でない。③夢
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告の内容、 現れ方が、 他の説話と異なる。 ④主人公

のその後に観音経と 1月わる修行や観音信仰がそれほ

ど強調されていない。 などの点でも異なっている。

また、 立山地獄説話での代受苦は、 強く地獄を意識

していることから語られるものであろう。 また、

『今昔物語集』巻十四（法華経読誦ないし苫写に関わ

る盆験説話群に置かれている）第七話も他の地獄堕

ち訊1で語られる孫生が全く描かれず、 むしろ地獄の

様子を生々しく語るところに他の説話と異なってい

る。

ここで改めて立山地猿説話を載せる「今昔物語集」

巻十四第七話「修行俯、 至越中立山会う小女語」・笏

八話「越中国杏生渓、 死墜立山地獄J・巻十七•第二

十七「堕越中立山地猿女、 菜地蔵助語」の三話につ

いて共通点を列挙してみると、

①立山が「死したる人に会える山」 として語られ

る。

②地駄に堕ちた主人公が女性であること。

③参詣のイ府が主人公と地猿原において会い、 主人

公から地獄からの救済の手段（法華経苫写）を

主人公の家族に告げることを依頼する。

④観音・子供たち・ 地蔵とそれぞれ異なるが、 い

ずれも代受苦が語られている。

⑤主人公は孫生せず、 夢告によって法華経の功徳

で切利天へ昇天することか語られる。（巻十七

第二十七では夢告は語られていないが、 汲後に

「地蔵菩蕨の利益、 他に勝れ給へり」と地蔵菩陸

の功徳により昇天したことを窺わせる）

このように、「今昔物語集』 巻十四・ 巻十七の堕地

獄諏の特徴は、 まさしく立山地獄の存在を前提に、

堕地猿の女性が法華経や菩陸の功徳により、 代受苦

と1刃利天へと昇天をするという筋：苫きの益験諏であ

り、 他の霊験謁とは趣を異にするものである。 立山

堕地獄諏の特徴である「代受苦」は、 フリア美術館

蔵の『地蔵菩薩縁起絵巻』の詞衆「地蔵諸結縁の人

にかはりて苦を受給事」によく表れているIG)
0 

なお、「今昔物語集」は、『法華験記jに比してロ 一

カルな聖地 ・ 虚場に対する関心が巡いという傾向に

あってか,;)、『今昔物語染」第十一巻から第二十巻を

通しても、 虚山が固有名詞として語られるのは「立

山」・「白山」のみである。 こうした傾向にあって、

先述したように、「立山地獄」が 「今昔物語集」 にお

いて、 唯一固有名詞を附した地猿となっていること

は、 立山がいかにロ ー カルで魅力的な溢場であった

かを物語っているのである。

以上これらのことは、 立山は極めてロ ー カリテイ

でありながら独自性を有しているゆえに、 立山地獄

は、 比被山や熊野の浄土系修験染団側によって殊更

に堕地猛諏として「法華験記』や「今昔物語集」 に

収載されるに足る魅力を十分に有していたと認識さ

れていたのであろう。

「今昔物語梨」が成立した12世紀頃から、 立山地獄

に詣でた修行俯を、「三井寺の倍」と出自を明確にし

ていること、「祇荼林の地蔵揺に参る」・「亭子の院の

堂にして、 法会を儲けて供捉し、 大原の浄源供奉と

いう人を講師に法を問＜」などの文言から、 天台系

修験教坑が自らの宗教活動に立山を引き込んでいこ

うとする趣意が透けて見えるのである。

4. 立山の宗教的景観と第二期の「立山開山」

立山の山岳信仰は、 上記に述べたような歴史的経

綽を背屎に、 中央の権門的宗教狛団の意向、 即ち、

各地の霊山を「地方霊山」として位岡付けるという
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考え方に沿って、 新たな宗教的世界が構築されるこ

ととなったのである。 別の視点からみれば、 地方的

な虚山 ・ 霊場とは、 常に、 例えば浄土教のような地



域外部からの宗教的彩評なしには存立しえないとい

うことになろう1
8) 。 即ち、 園城寺等浄土系修験の影

密を受けて、 こうした新たな宗教的世界 を構築する

勁き を 「第二期修験の山」としての 「立山l井j山」と

定義付けてみたい。

4 -1. 「第二期の立山開山」の前提要件

4 - 1 -1. 「第二期の立山開山」の前提要件

「修験の山」としての 「開山」はおのずから、 「仏

教の山」の開山とは異なった歴史的:'.j.f象を指すもの

である。 それでは、「開山」と目する歴史的事象とは

具体的に何であるあか を考えてみたい。

第二期の「立山開山」とは 「新たな宗教的秩序を

構築していく過程」である。 立山は、 平安時代の終

わり頃までは、 地獄を有するが故に多くの修験者·

行者の参詣する修行の「場」となって、 ー方、「梁塵

秘抄』 に挙げられているように観音霊場の一つで

あったが、 この頃は決して寺院 を中核とする修験梨

落などを梢成してはいなかったのである。 平安時代

末期から鎌倉時代初期にかけて園城寺など中央の浄

土系修験集団側の新たなる聖性 （本地）による宗教

的秩序を構築するという意向のもとに、 地方の霊山

は中央の傘下に位骰づけられていった·191 。 このよう

な動きのなかで立山も熊野の彩惣を受け、 阿弥陀如

来を聖性とする修験の山として整備されていったの

である。 中央の浄土系修験集団とは、 平安後期頃、

熊野に奇辿する修験者 （御師）と全国からの参詣者

（柏那）を熊野に案内する宗教者（先達）によって形

成された修験梨団であり。 この修験集団は、 12世紀

の初め頃（窪治4 (1090)年以降）、 園城寺が熊野の

天台系修験 を支配するようになり、 後の寺門派を形

成していくのである50)。

ところで、 第二期「立山開山」は、 立山 を「山神」

と 「仏」の併存する「秩序なき世界」から特定の意

志（宗教的力）にもとづく「秩序ある世界」へと転

換することであり、 拠点となる「寺院の創建をもっ

米])孔 訟／検JiE「立山l孔1山」について

て完成する」5)) ものであった。 この 「完成」という

意味は、 修験梨団として、 まずは、 山神の仏教従屈

を証明するため、 仏教教団側の提起する 「権現」の

論理が用意され、 さらに寺院 を中核とする集落が形

成され、「立山閲山縁起」が作成されることであった。

さて、 「権現」とは、 仏・菩陸が衆生利益のため、

権りに人身など を現すことである。 日本で権現の思

想が文献で見られる早い例は、貞観元 (859) 年のイ爵

恵光の上表（『三大実録」貞観元年八月廿八日条）や、

承平7 (937)年のイ杓兼祐の申状（『石沿水文占』二）

であるが、 いづれも天台系のイ府の執筆であったこと

が注意される52) 0 

立山の場合、 『伊呂波字類抄』の「立山大菩薩」や

『類緊既験抄』の「立山大権現」の記述にみることが

できる。

日本で初めて出現した権現は、 金峯山の蔵王権現

であった。 このことは、 突弘4 (1007) 年8月11日

の年記をもつ銅板製経筒の銘文で確認される。 一般

的には、 経塚の造営は、 山神の支配する山の一角に

「仏地」が設定されたもので、 こうした山神と仏との

関係を仏教側において理論づけたのが、「権現」の涎

生であった53) 。「権現」出現の時期は、 経塚の造営が

始まる11世紀以前に遡ることはないという5'1)。「立

山権現」の出現は、 文献的には、 既述の十巻本「伊

呂波字類抄』「立山大菩薩」及び「類燦既験抄」・『神

道梨」巻第四ノニ十「越中固立山権現」にみえると

おりである。

立山に関する経塚造営の最も早い例は、、 仁安2

(1167)年8月10日の銘 をもつ銅板製の経筒と和鋭l

面とが出土した経ガ峰の頂上の経塚である5S)。 従っ

て、 立山に権現信仰が入った時期は12世紀中頃のこ

ととなる。 ちなみに、 この頃の経塚の造営、 すなわ

ち埋経の目的は、 極楽往生、 出離解脱、 証菩提、 現

世幸福、 自他利益などであった。

以上をまとめて言うならば、「第二のB廿山」を田村

のいう「仏の進出は、 寺院の創建によって完成する」
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とするならば、①山館寺院および宗教梨落の成立、

そして、②宗教村落の特性を他に示威する媒体とし

ての「r�rJ山縁起」（寺院の由緒）の作成、を以て策ニ

期の 「立山淵山」 と規定するものである。

4 - 1 -2. 立山山麗における修験集落の形成

修験迫というべきものが、一 応の成立を告げるの

は、翌宝や培巻の活躍の時代、9世紀後半から11世

紀ころといわれている。

金の御妖とも呼ばれた金蜂山は、浄土信仰の隆盛

とともに、平安時代中期（摂関期）には皇族 ・ 費族

の御獄詣と称された参詣が流行し、平安末頃には、

興福寺の支配を受けつつ金峰ー山を形成した。

熊野三山（和歌山県、本宮・新宮・那智の三山の

総称）では、御獄詣の衰退に代わって平安後期頃、

主に院政前期頃から熊野詣が盛んとなった。この時

期熊野に奇遇する修験者（御師）が存在したが、同

時に全国からの参詣者（柏那）を熊野に案内する宗

教者（先逹）も存在し、両者によって修験集団が形

成された。この修験集団は、笈治4 (1090)年、園

城寺増巻が白河上皇の熊野詣の先達を勤めた功によ

り熊野三山検校に補任されたことを契機に、寺門派

の園城寺が熊野の天台系修験を支配するようになっ

た。

このような中央の盆山のほかに、九州の彦山（現

英彦山）、四国の石鎚山、中国地方の伯者大山、近畿

の葛城山、北陸の白山、立山、1刃東の富士山・日光

山 ・ 、東北の出羽三山等々、古代から山林修行者が

いたという伝承のある諸山にも山林修行者が多く集

まったと推測され、地方盆山に依拠した修験衆徒に

よる集団の形成がみられるようになったと考えられ

る。そうした集団の組織化の結果、これらの溢山で

も、平安末期から鎌倉初期頃にかけて、それぞれ修

験を含む独自の一山組織が形成されたと考えられる。

こうした地方の一山組織は、東北の霊山の多くのよ

うに中央の権門寺院と本末関係を結ばないケ 一 スも
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見られたが、多くの場合、 近畿地方の天台・兵言な

どの権門寺院の末寺になり、またその 一山組織に含

まれていた修験が個々に本山・当山という修険道教

団の末派に組み込まれてゆくようになった。した

がつて、当初その山毎に宗教的独自性を持っていた

としても、それが次第に希悔化していったと考えら

れるお）。

ー方、立山をみてみると、仏験を求めて立山に入

峰修行した修験者、あるいは芦耕寺に居住する修験

者は、「測山伝承」に見られるように、熊野修験の彩

特を大きく受けているとみられ、後に寺門派修験と

呼ばれる修験梨団に属していたと推察できるのであ

る。

それでは、ここで、文献において立山山麓におけ

る修験染落形成の背屎をみてみることとしたい。

11世紀初頭頃から12世紀中頃まで、地獄のある虚

山立山に多くの修験者が参詣していることが 『法華

験記』や「今昔物語集』に見ることができる。

① 「往詣霊験所」：『法華験記」「越中国立山女」

② 「彼の越中立山に詣で」：「今昔物語集」巻十四

策七話

③地元の質き聖人が登拝：同策八話

④ 「越中の国に海蓮と云う俯あり」、「立山 ・ 白山

二参て祈諮す」：同第十五話：

⑤ 「越中の国、立山と云う所に参て籠たるに」：同

巻十七第二十七

⑥ 「生たる間、白山 ・ 立山と云う霊験に詣で、自

を骨髄を振て勤め行へるに」 ：同第十八

などと語られ、『法華験記」の頃は、立山参詣は単

に「詣でる」のみであったが、『今昔物語梨』の頃に

なると一 定の期間「参龍する」者もいたことがうか

がえる。なお、②の 「彼の」 という文言をみても、

立山は相当に虚山として知られていたことを窯わせ

るものである。

平安中期に成立したとされる「新猿楽記』に登場

する、修験者大験者次郎の修行巡業について、



度々通大蜂．硲城、踏辺道、年年□熊野・金峯．

口口口、越中ノ立山、 伊豆 ノ走湯、根本中堂、伯
: ?'r 

香ノ大山、富士ノ御山、越前ノ白山、高野、粉河、

箕油、硲川等之岡、無不競行挑験5;)

と記されている。当時、呪験の力を競いあう験者

が、修行場として選んでいた山々が、ここに総括さ

れているようである。立山はその一つである。

さらに、「平家物語』の巻五の荒行の条には、文筵

上人お） が修行した益場を 「那智に干日龍り、大峰三

度、泌城二度、高野・粉川・金蜂山・白山・立山·

盆士山の拭・伊豆・箱根、信涙の戸防・出羽の羽黒、惣

じて日本国残る所なく行廻て」と記し、その中に立

山・白山・証士山が挙げられている。

大験者次郎や 文筵上人が立山に入山禅定したかど

うかは別として、立山が日本の名だたる益山である

ことは言うまでもないことである。

この 他、「南無阿弥陀仏作苦集jには、東大寺の俊

釆坊巫源(1120~1206)が、善光寺・立山・白山に

参詣したと記している冗

このように、多くの山林科檄の仏徒や修験者 を迎

える立山には、当然のことながら彼等 を迎える拠点

狛落の存在 を想定することができよう。その拠点梨

落とは、「伊呂波字類抄」「立山大菩薩」に伝承され

ているように、常願寺JI I両岸に存在する諸寺院を中

心とする宗教集落 を思い起こすのである。こうした

修験梨落が、「立山1井j山伝承」を成立させ、熊野修験

と本末関係を結び、宗教村落 を形成するに至ったの

であろう。

ところで、この宗教村落とは、「盗し山伏の本質は

山岳から山岳へと跛渉しつつ難行苦行を利'Iむことに

よって、ー所不在の解脱桜を体験し神秘力を体得す

ることに存したのである。然るにその山伏が 一所に

定住するに至ったについては、そこに大きな歴史的

変造がなければならない。」「山伏が 一定所に定沿し

て自らの修行を続けるとと共に、登拝に来る柏那を

宿泊せしめて迫者的修行を祁くと共に、祈祷呪術の

米/);( 'f'J./検証「立山IJ廿山」について

依頼に応ずる風習がいっしか生じてきた。これが所

謂宿坊の制度である気」こうした村落が、早くから

天台系の山岳修験が定沿した 熊野のI紺山伝承の影評

を受けて立山の聖性（本地）を阿弥陀如来とし、立

山の1m山伝承 を成立させたのであろう。

r法華験記j下券第百二十四話に収載された 「越中

立山女人伝」の伝承は、由谷によれば、立山山麗で

成立した「ロ ー カルな唱禅パタ ー ン」 を基盤にして、

戒律や苦行を求める律令国家特有の仏教観をにじま

せた観音信仰や法華経盆験訊'(が後に附加されたもの

と考える。この 「ロ ー カルな唱祢パタ ー ン」 を生み

出したのが立山山麗芦絣寺或いは岩隙寺に依拠した

修験者であり、彼等が宗教的活動を行うに当たって

依拠する宗教的理念の標徴としての「立山刷山伝承J

を成立させたのではないか。彼等修験者とは、「今

昔物語狛」に登場するような立山山中に参龍する修

験者が、［類燦既験抄jのl併l山伝承に登場する狩人、

すなわち先住民である狩猟民の狛落に居を求め、立

山山麗芦餅寺或いは岩隙寺に住み沿いたものと考え

られる。

それでは、立山山麗に形成された宗教梨落とはど

のようなものであったのであろうか。

r梁｝艇秘抄j及び十巻本「伊呂波字類抄！を手掛か

りに検討してみたい。［梁座秘抄j 61) 第二巻雑八十

六首(313·428番）に挙げられた寺々について、美

涙の谷汲寺は 「みのなるたに＜み」、滋賀寺は 「しが」、

長谷寺は「はせ」、石山寺は「いしやま」、桁水寺は「き

よみず」などと 「寺」を略して記述していおり、と

すれば、「ひんがしのたてやま」とは、他の溢地の表

現にならえば、「立山寺」と考えることもできよう。

石原与作は「梁塵秘抄にいう立山は山名に非ず立山

寺の略称であると同様に立山寺建立と考えるのが稔

当のようである記）。」と考えている。この「寺」とは

単なる建造物ではなく、宗教的娯観＝宗教村落その

ものと考えれば、立山山麓に修験集落有りというこ

とができる。おそらく、f梁臨秘抄jが歌謡尖という
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性格からみれば、「ひんがしのたちゃま」とは、 岩耕

寺、芦絣寺とかの地理的区別なく「立山山麗の寺院」

と見ていたのであろう。

録倉初期の成立とされる大束急記念館本（彩写本）

の十巻本「伊呂波字類抄」に収載されている 「立山

大菩薩」 の1井j山伝承に関する記述に、

其師薬勢聖人、 自大河南者、 薬勢之建立、 三所上

本宮、 中光明山、 下報恩寺、 慈典聖人建立者、 自

大河北三所、 上益隙寺根本中宮、 横安楽寺、 又硲

禅寺、 又上厳山之頂禅光寺千柿也下岩隙寺今泉也

と記されている63) 。

「大河」とは常願寺川を指すものであり、 山麓にお

いては、左岸には本宮（現邸山市原）、 光明寺、 報恩

寺の三か寺が挙げられている。

光明寺の跡地説法ケ原には、 五智山円福寺があっ

たといわれ、 久寿2 (1153)年、 婦負郡萩島（現盆

山市萩の島） に移転、 やがて法然門下に入って建久

8 (1179)年、 光明山来迎寺となったと伝えられて

いる叫来迎寺は久しく婦負郡萩島にあって中名熊

野社の別当職として奉仕していたという。 報恩寺の

跡地には、 復興後文殊寺と称されたという叫久保

尚文は、 上記の三寺は熊野と立山信仰との結びつき

を示すものであろうと指摘しているお）。 右岸には立

山町芦前寺に中宮・安楽寺・高禅寺、 立山町干垣に

は禅光寺、 そして岩餅寺 （後の立山寺のことか） が

あったと記している。 なお、木本は「禅光寺千柿也」

「岩餅寺今泉也」の「千柿也」「今泉也」は、 大東急

記念文邸本が写される際に注記として記述されたと

している叫この注記の「今泉也」 の解釈について

は、「今泉」 は岩絣寺の場所を示すものではなく、 立

山外宮の所在を示すものと考えたほうが自然であろ

う。 岩耕寺は立山寺の所在地であり、 今泉は立山外

宮の所在地ではないだろうか。 必瀬巫雄はこの「立

山外宮」（立山寺の別宮） は岩耕寺ではとしてきた総）。

しかし、 石原与作によれば「当時常願寺大河今の太

田用水河道を神通川本流に合流していたので、 その
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伏流水が窃山市太田本江より、 邸山高校附近の今泉

の湧泉地となり、 ここに岩絣寺の別院としての立山

道場を建立してあったこと。 平安末期の立山外宮は

この地にあったようだ」69)。 なお、 立山外宮の地に

ついては三説がある。 ーつには、 氷見市戸津宮の産

土神父宮神社の災内、 二つには立山町岩絣寺、 三つ

には富山市南郊外の太田本郷の刀尾神社を中心とす

る付近ー菊の地、 この刀尾神社の北東の水田中にト

ツミヤと呼ぶ小堂がある。 この地は、 常願寺川の扇

状地の伏流水が、 この辺から今泉にかけて湧出する

地帯であり、 ここにかって岩絣寺の別院として立山

迫場が建立されたものと考えられる;o)。 筆者は立山

外宮の所在は、 石原のいう「太田本郷の刀尾神社を

中心とする付近ー帯の地」ではないかと考えたい。

「越中国立山外宮」は立山寺の別宮であり、 従って、

立山外宮の所在は岩餅寺ではなく、 今泉ということ

になる。 京都の「若王寺文苫j 711 (応保2 (1162)年

八月二十三日付をもって「越中立山外宮新熊野領」）、

「新熊野神社文：苫」;:?)(� 和元(1181)年十二月八日

付の院庁の下文に「越中国立山外宮」）に見える新熊

野神社領となった「越中国立山外宮」とは、 今泉を

中心とした荘園かもしれない。 後年の明応元年の

「立山寺御神領針原公文給帳」 T.I) に見られるように、

立山寺は神領を有していたのである。 今泉に神（寺）

領を有していたことはあり得ることと考えられる。

なお、 文殊寺（現‘直山市大山） の宝寿院に伝存する

立山寺の応仁元(1467)年四月二十八日付棟札に記

された「以前造立棟札承久二年歳次庚八月八日奉造

立社頭」 ；° の文言は、 この立山寺が少なくとも承久

(1220)二年八月八日に岩絣寺の地において建立され

たことを窺わせるものである。「以前造立棟札」とい

う棟札の銘文、 および願主が立山寺の院主明舜であ

ることから、 承久 2 年に造立されたのが立山寺或い

は立山寺に先行する寺院(-t巻本「伊呂波字類抄』

に記された岩餅寺か） であることは問迩いのないこ

とであろう。



次に立山山中の寺院の様子について「立山大菩薩」

の記述を引用しておく。

跨巌殴温岐蓮棗聖人建立、 闘城寺胎蓮聖人建立、

件寺ー王子真磁権現、 依之、 康和元年造草堂、 中

宮座主永源与所司等、 徳滴聖人語建立、 烏琵之杢

坤方一 有閑見、 顕現八大地獄、 惣ー百三十六義句

（義口か）75) 

この文序は解説困難であるが、 山岸共によれば、

「務厳殿は務の岩屋付近」、「温岐は湯の又であり、兵

川と湯川の合流点、 千寿原」、「円城寺は芦l隙寺の束

不動岳麓」とみる叫また、文脈からみれば、 「件寺

ー王子兵高権現」とは、直前の「円城寺蓮台聖人建

立」 にかかり、 康和元 (1099) 年に、 胎蓮聖人が芦

餅寺中宮座主永源と徳満聖人とも相談して円城寺を

建立したと解釈することができよう。 この頃、 芦餅

寺に根本中宮寺が所在し、 永源なる座主が存在して

いたことがうかがわれる。 また、 「郊耕寺根本中宮

横安楽寺」の文酋から、 中宮時の横に安楽寺があり、

芦絣寺には、 中宮寺のほか、 円城寺• 安楽寺があっ

たことになる。 なお、 円城寺は近江園城寺につなが

る寺院名とも推測できる。 また、 説法ケ原の五智山

円福寺が婦負郡萩島に移転したのが久寿 2 (1153) 

年であることから、 この年以前には説法ケ原に光明

寺があったことになる。

このようにみてくると、「立山大菩薩」に記された

内容は、 平安末、 鎌危極初期 (12世紀末から13世紀

初頭）の立山山麗の実態をよく示しているものと推

察される。 特に「円城寺胎蓮翌人建立」 が康和元

(1099) 年とする記述は重要な意味をもってくる。 な

お、 鎌合中期頃の成立といわれる「拾芥抄」下に

「立山菜 1埼寺越中国」と記されている;,)

かくて鎌念初期の頃の立山山麓においては、 上記

のように多くの寺院と宗教梨落の存在をみることが

できる。 これらの村落には、 おそらく、 在地の山人

（柚人・狩人など）を中心に、 外部からの行者や修験

などが居住し、 立山のもつ宗教的世界を背娯に、 後

米))孔 認／検証「立山IJ:J山」について

に「 ー山」と呼ばれる組織を形成することになる。 か

くて、 地方霊山は、 それぞれに独自の一山組織を形

成したのである。

「ー山」というのは、一般的には「盆山にかかわる

宗教者の全山的な組織というル ー ズな意味合いでの

「組織」である78)。 なお「ー山」の語は、梨会におけ

る全貝一致の原理を意味するような場合、 滴山や一

同とほぼ同義に使われているという79)。

4-2. 「立山開山」と本地の設定

4- 2-1. 本地の設定

「開山」と言う事象は、立山開山伝承では、阿弥陀

如来（垂迩神が立山権現）、熊野開山伝承では証誠大

菩薩（垂迩神が熊野権現）、大山捌山伝承では、地蔵

菩薩という本地の聖性を感得して開山を果たしたと

いう点にある。 従って、 開山伝承の成立に先立って

「本地（聖性）」を設定するという聖性説の成立があ

り、 その成立の時期が問題となるのである。「何々

の神の本地が何々と決められたのは源平期、 11世紀

中頃から12世紀初期のころである」と、 また、 熊野

の場合、「熊野権現御垂逃縁起」の成立を伝える「長

突勘文J :10) 成立の長突元年 (1163) 以降といわれて

おり、 「本地説の成立と開山伝承の成立が、 まるで

セットでもあったかのように、 11世紀末頃から12世

紀中頃までの問に続けて生起したのである」と由谷

裕哉は指摘している叫

立山の新たな宗教的世界を確立する第二期「lす廿山」

を考える場合、 まずは、 山の「本地」は何かを検討

することが重要であろう。

開山縁起にまつわる本地とは、 山林修行者あるい

は山中生活者が、 守設的虚異的な聖性（修験道の中

心となる山岳宗教系の聖性）としてその本地を感得

したという本地説である。

立山山中における聖性は、I今昔物語染Jに見られ

るように、 地蔵菩薩や観音菩薩が、 また、 大日岳の

名にみられるように大日如来 も堂性として存在した。
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しかし、 平安時代の後期頃から、 そのいずれにもま

して、 13世紀初頭に大岩山日石寺の石造仏不動明王

庖庄仏に阿弥陀如来が追刻された事例心） にみられる

ように、 阿弥陀如来の信仰が俊位を占め、 本地が阿

弥陀如来とされたのである。 さらに鎌合時代になる

と立山において阿弥陀如来の信仰が一陪條位になり、

安居院の聖謡法師(1144~1215)の『神道狛』（日本

における約50の神社の縁起を本地垂迩の思想を以て

説明している）は、 立山縁起について 「抑越中国の

ーの宮をば、 立山権現と申す。 御本地は阿弥陀如来

なり、 閑かに以ふに、 諸仏の如来の中に、 志の深き

は弥陀の善逝なり、 十方仏土の中に、 欣処は安1逢界

なり」と記して、 立山神の本地は阿弥陀如来である

と明言するに至った。 そして阿弥陀は 「五院の女身

に迎接許して、 既に男女を鎌ふ事なし。 況んや其の

外をや」として、 ー切衆生の救済をめざしていると

゜

、
つヽし＞

4 - 2 -2. 本地の変化

ところで、本地は、「聖地」の設定によって変化す

るものである。 立山では、「本朝法華験·;;c」や『今昔

物語仏」 の説話においてみられるように、 11世紀前

後には、 地ぷ話谷を聖地とみなし、 その聖性としての

本地は地蔵菩睦であったと考えられる。 このr今昔

物語梨』には、 立山に関するかぎり、 地猿は語られ

ているが、 弥陀はまだ語られていない。 同：苫巻十四

の第七• 第八話は、 脱地拭を語ってはいるが、 それ

は法華経の功徳や観音の利益により切利天に昇天す

る。 巻十七は全体に地蔵の霊験諏を染めているが、

立山に関する策十八• 第廿話は、 地蔵に助けられる

に止まり、 弥陀の救済は語られていない。「梁限秘

抄jの「験仏の粒き」で始まる歌謡では、「束の立山、

美涙なる谷汲の彦根寺、 志質、 長谷、 石泊水、 都に

兵近き六角盤」は観音の虚場を列記しており、 本地

はやはり弥陀ではなく観音なのである。 立山が弥陀

の山であるという信仰は院政期までは顕箸ではなく、

その後に確立をみたものと考えられる。

立山の本地を考える時、 当初は脱地獄には法華経

や観音により初利天に昇天する逆があったのである

から、 それが、 弥陀の浄土を指向するようになった

とすれば、 そこに何らかの理由が挙げられなければ

ならない。 そこで考えられるのが地獄と地蔵の縁で

ある。 井上光貞は、「今昔物語梨」の地蔵説話の特色

は、 地蔵が「地狂は必定」の衆生の救済者として現

れることであり、 地蔵により墜地烈から救われると

ともに、 さらに弥陀を念じて極楽に往生を願うとい

う、 二重梢造の地駄一弥陀信仰も随所に見られる」

と述べている氾）。 立山の場合、 強烈な印象を与える

地獄の存在が、 地蔵の登場を促し、 地蔵の登場が必

然的に弥陀を呼ぶに至ったと考えられる。 さらに、

井上によれば、 在地武士此民各倍が、 作苦を要しな

い地蔵一弥陀信仰に傾き、 現地の山岳寺院もこの領

向を察知して、 地獄ー地蔵一阿弥陀の線を主軸とす

るに至ったという。 立山におけるこのような地蔵一

弥陀の信仰は、 地蔵が第二王子炎高の本地にあてら

れているなど、後の立山権現十所王子（『神迫狛j
s-1))

にも見ることができる。

平安中後期の浄土信仰を見ると、 末法思想の硲ま

りとともに、 ますます弥陀への傾斜が顕著になって

くる。山岳伝仰においても、 熊野では、 本宮が弥陀

として強調され、 その弥陀浄土色は那智中心の観音

浄土色をおおってしまう。 そこで、 立山の場合も、

これらの彩評により、 弥陀中心の信仰に転じてきた

と考えられるS5) 。

都を中心とする地域や箕族・1性侶の問に広まった

浄土教の彩評により、 聖地が地烈谷に加えて新たに

周辺の峰々が充てられ、 立山においても先述の大岩

山日石寺の追刻事例にみられるように、 それまでの

本地に加えて新たに阿弥陀如来が設定されたのであ

ろう。 このことは、12世紀前半頃、『今昔物語梨』巻

十七に伝えられた段階では、 末法の菩陸としての地

蔵の代受苦を説くに止まっていた立山の周辺に、 阿
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弥陀による西方往生を説く、 本来の天台浄土教的な

裂桜が確立してきたことを示唆している。言うなれ

ば、 立山の聖地は地狂谷あるいは浄土山であり、 そ

の地に止住する本地が、『今昔物語尖』では地蔵菩薩

であり、 また、 後には 「類衆既験抄」・十巻本 「伊呂

波字類抄』・「神迫集」 （文和3 (1353)年から延文3

(1358)年頃の成立）「第廿越中駁立山権現::J�」など

にみられるように、 立山の聖性を1)1]1弥陀如来とされ

たのである。

このように、 立山の本地が阿弥陀如来となった経

綿については、 定かな史科が存在するわけでもない

が、 恐らく、 熊野本宮の証誠殴の本地が阿弥陀如米

でもあった熊野,�肌l山伝承に大き＜彩態を受けている

とみられる。

4-3. 「熊野開山縁起」と「立山開山縁起」

f類衆既験抄」に見られるような狩人伝承は、 “狩

人のI紺山
”

という要索だけに限定すれば、 今のとこ

ろ修験系盆山に関する泣も早い例としては、「長突

勘文J ( 長突元年(1163)に成立したとされる）に収

録された『熊野権現御垂迩縁起」（熊野に関して現在

知られている泣も古い縁起は必） がある。 この「縁起』

によると、 次のような筋杏きである。

米)J;( 1'J./検�iE「立山l;:.J山」について

干与定という犬飼が大猪を見つけて矢で射殺し、

そこに留まつて一夜を過ごした際、 木の梢に月の形

を発見し、 その月が証誠大菩薩と両所権現であるこ

とを感得する、 という筋立てとなっている。

そこで依道は金蓮と名を変えて俯となり、 修行し

て大山のI弄j山になったというものである87)
0 

このような山の本地を感得するのが猟師のような

山中生活者で、 彼が山の獣を追って山中深く入った

のが開山の辿因、 という大まかな叙述梢造をとる点

では、 その原型を熊野の1姐山伝承にまで遡らせるこ

とが可能であろう叫

なお、 立 山外宮 が新熊野社領とな った応保2

(1162)年、 投和元(1181)年であり、 立山は、 この

頃既に熊野との関わりがあり、直接的に 「熊野縁起」

の影秤のもと本地の設定や縁起の作成を行ったもの

であろうと推察するのである。

いずれにしても、 立山の本地を阿弥陀如来と設定

した時期は、「熊野縁起」の影特を受けたとすれば、

『熊野権現御垂迩縁起Jの成立を伝える「長突勘文」の

長筵元年 (1163)以降、十巻本 『伊呂波字類抄」が

成立した鎌念時代初頭の問となる。

むすびにかえて 一 「立山開山縁起」の成立及びその意義について一

本来、�は山開創の縁起あるいは伝説は、「いずれも

ことごとく神秘と無稽の泄l飾に彩られて、 その兵相

は校糊として雲霧の中に閉ざされている」と言われ

ている。しかし、山中他界観念と、山の籾霊（聖性）

と交媒するシャ ー マンの現実の実修と、 彼等に対す

る山麗J此民の感筵とが根強い潜在力とならなかった

ならば、 これらの伝説が成立し信仰せられ、 かつ伝

播土約すべき必然性はなかった叫

立山に関しては、先に述べた、「狩猟伐採などして

硲らす山稼ぎの人々は、 その山中の生物の棲息状態

と関連して、 その生活の恩恵支防の利害関係に基づ

いて神秘感、 災怖感を筵え、 それがひいてはこの山

の生物に対する信仰となったりするのである」こと

に照らせば、 まさしく 『類棗既験抄jに記された

「狩人が熊や胞に営かれ、山中深く入り、熊が変じた

阿弥陀如来の啓示を受ける」という伝承が該当する。

こうした伝承は、 中央の権門寺院または修験道教団

が、 地方の霊山に対して本末関係を持つための一方

策として、 本地を定めることと併せて作成せしめた

のであろう。「立山開山伝承」が熊野の1*-1山伝承によ
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く似ているということはその辺の事梢を反映してい

るもの見ること ができる。 かくして 成立した地方虚

山の「開山伝承」が、 中央の浄土系修験梨団の宣伝

媒体として「伊呂波字類抄jや『類衆既験抄jなど

に掲載されることによって地方霊山 が中央の脊又山や

熊野など修験集団の下位に位骰づける「地方化」が

成立するようになったのである。

すなわち、 地方霊山において、 溢山組織の制度化

と中央との本末関係の確立を示す伝承として開山伝

承 があるという 考え方 である。

以上、「立山開山」という歴史事象を、 二段階説を

提起してきた。 第一 期の「立山測山」は康齋律師の

「立山建立」 により突平9 (897)年～昌泰2 (899) 

年の頃のこととした。 そして、第二期の「立山 lj祖山」

は、 ① 立山山麓に宗教梨落が成立した時期、 および、

②阿弥陀如来を 本地とした 「立山開山縁起」 が成立

した時期を総合して12世紀から13世紀前半までとし

た。 この考え方については、 次のような年次の分

かっている事象から判断したものである。

①については次の事象。

．康和元(1099)年円城寺の創建：十巻本「伊呂

波字類抄J

・説法ケ原の五智山円福寺 が婦負郡萩島に移転し

たのが久寿2 (1153)年、 光明寺の

・移転：久寿2 (1153)年

・ 立山外宮の存在：『若王寺文苫』（嘉応元(1169)

年八月二十三日付をもって「越中立山外宮 新熊

野領」）、「新熊野神社文占」(1姿和元(1181)年

十二月八日付の院庁の下文に「越中国立山外

宮」） に見える

・『梁｝謳秘抄」の成立は治承 3 0179)年 頃

・ 立山寺の創廷：承 久2 (1220)年

・十巻本『伊呂波字類抄』の成立時期：鎌倉初期

②については次の事象

• 熊野権現垂迩縁起の成立を伝える 「長突勘文」

24 

成立 が長窃元(1163)年

• 熊野閲山縁起においては、 本地説と開山伝承の

成立は11世紀末から12世紀中頃 である。

．権現信仰 成立の目途を 経塚の造営におくならば、

立山における 経塚 の最も古いものは仁安 2

(1167)年の経ガ蜂の経塚 である。

・「開山縁起」を記す十巻本「伊呂波字類抄』は鎌

倉初期の成立 である。

．浄土教の影特で、 立山においても、 大岩山日石

寺の石造仏不動明王磨崖仏に阿弥陀如来 が追刻

されたのが鎌倉時代初期 である。

以上のことから、「立山閲山縁起」は、 十巻本「伊

呂波字類抄』が成立する鎌倉時代初期・13世紀中頃

までには成立していたと考えられる。

かくて、 立山山麗に、 寺 院を含む宗教村落が成立

し、 熊野信仰の彩秤を受けな がら、 本地を阿弥陀如

来と定め、 聖地 立山の聖性としての阿弥陀如米に感

得するという 開山縁起 が成立したのが13世紀前半頃

と推察する。 すなはち、「第二の立山l#J山」は、 13世

紀中頃と考えてよいのではないだろうか。

立山においては、平安末鎌介初期の時期は、「新た

な宗教的秩序を構築していく過程」であり、 山麗の

宗教村落の存在及び特性を他に示威する媒体として

「開山縁起」が作成されたのであろう。 仏験を求めて

立山に入蜂修行した修験者、 あるいは芦隙寺に居住

する修験者は、「開山伝承」に見られるように、 熊野

修験の彩評を大きく受けているところから、 後に寺

門派修験と呼ばれる修験梨団に属していったことは

容易に推測できるのである。

かくて、 筆者は、 先人の研究成果に荘かれつつ、

「 立山開山」をめぐる検証を通して、耕］山の時期を10

世紀から13世紀にかけての山岳信仰の流れを菩屎に

「立山開山」の二段階説を提起してみたのである。 ご

叱四を乞うしだい である。
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